
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋大学物質科学国際研究センターの 大町 遼 講師、大学院理学研究科の篠原 

久典 教授、未来材料・システム研究所の 大野 雄高 教授らの研究グループは、株式

会社林原(本社:岡山市)との共同研究で、林原が開発した新規

今回開発した分離手法は、従来の手法と比べて、半

導体型カーボンナノチューブを安価に分離できることに加えて、大型化も容易であ

ることから、今後の産業応用へ繋がっていくこと

なお、本研究成果は、日本学術振興会科学研究費助成事業若手研究、科学技術振興

機構研究成果最適展開支援プログラム A-STEP 機能検証フェーズおよび国際科学技

術共同研究推進事業（戦略的国際共同研究プログラム）『希少元素代替材料 IRENA プ

ロジェクト』の支援のもとで行われたものです。 

食物繊維を使ってカーボンナノチューブの精製に成功！ 
～ 産業応用に向けた半導体型カーボンナノチューブの安価な分離法の開発 ～ 
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【今後の展開】 
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図１ イソマルトデキストリンの化学構造式 

 

 



 

 

図２ 今回開発したATP法による半導体型カーボンナノチューブ精製の様子。不要な金属型

CNTを下層のイソマルトデキストリン相に分配することによって目的とする半導体型

CNTを上層のポリエチレングリコール相に高純度で抽出できる。 

 

 
図３ 分離前後におけるカーボンナノチューブ溶液の（a）吸収スペクトル  

（b）ラマンスペクトル 

 





https://iopscience.iop.org/article/10.7567/1882-0786/ab369e

